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Abstract
This paper deals with Houtetsu Iwakiri who developed the Dutch medicine in Hyuga (Nobeoka), Miyazaki
during the Edo-period. Houtetsu Iwakiri was born at Ifukugata, Nobeoka in 1730 as the third boy among
three brothers. When eighteen years old, he went to Nagasaki to learn Dutch-medicine under the first, Eitetsu
Narabayashi for four years. In 1752, Houtetsu Iwakiri came back to Nobeoka and became to be a medicinal
doctor of the Naito clan, Masaki Naito. It was called that Houtetsu Iwakiri was the pioneer who spreaded
the Dutch-medicine into Hyuga (Miyazaki) during the Edo-period. He was dead as 71 years old in 1800.
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項 事 記 特 名 氏 暦 西 年 和 
慶 安 2 1649 カスパル・スハンベルヘン 蘭館医の最初、カスパル流外科 
承 応 3 1654 アンス・ヨハン・スティペル 紅毛流外科概要（全十巻）著す。 
寛 文 2 1662 カッツ 
寛 文 3 1663 ダニエル・プリン 
延 宝 2 1674 ウィレム・テン・ライネ 
天 和 2 1682 ジュージ・マクステル 
元 禄 元 1688 ウィレム・ホフマン 
元 禄 3 1690 エンゲルベルト・ケンペル ドイツ人、五代将軍・徳川綱吉に会う。 
出島薬草園。2年間滞在。蘭通詞達に医学・ 
薬学・植物学を教授。「日本薬物誌」を著す。 
安 永 5 1775 カール・ペータ ・ーツユンベリー スウェーデン人、わが国の植物を調査研究。 
文 政 元 1818 クラッセ・ハーヘン 
文 政 5 1822 ニコラス・テューリンク 鈴木春山の師。 






嘉 永 元 1849 オットー・G・J・モニッケ 聴診器を持参。牛痘菌。 
安 政 2 1855 ファン・デン・ブルック 
カツテンディーチ・ポンペ 
松本良順、緒方惟準、長与専斉の師。 
安 政 6 1859 シーボルト 2度目の来日。 
文 久 2 1862 A・Fボードウィン 
慶 応 2 1866 マンスフェルト 北里柴三郎の師。 







明 治 6 1873 ウィリアム・アンダーソン 英医。 
表２　江戸時代の蘭商館医および明治政府招聘医
項 事 名 氏 暦 西 年 和 
寛 永 1 1 1634 西 玄 甫 南蛮通辞でもあった。 
寛 永 1 8 1641 沢 野 忠 庵 ポルトガル生まれ、元イエズス会日本布教長。フェルイラ 
の帰化後の日本人名。宗門目明、天文学、医学を向井元 
升に伝授。幕医。 
延 宝 8 1680 本 木 良 意 蘭通詞でありながら初めて蘭医学研究を行う。解剖図の 
翻訳。 
元 禄 元 1688 楢 林 鎮 山 楢林流外科創始者。パレ外科全書翻訳。 
栗 崎 道 有 正 羽 栗崎道喜以後の栗崎流外科を継承。 
元 禄 4 1691 吉 田 白 庵 
北 山 寿 庵 漢・蘭両方の通（事）詞。後に松浦藩医となる。 
判 田 甫 庵 
寛 政 元 1789 吉 雄 耕 牛 
文 政 5 1822 猪 股 伝 次 右衛 門 
子 潮 
吉 雄 吉 次 郎呉 洲 
吉 雄 権 之 助如 淵 
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図８　永覚寺
図９　岩切四方治夫妻（平成９年撮影）
